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■町長選挙各投票所の投票結果

番号 投票所
選挙区

有権者数 投票者数 投票率
1 あづま農村環境改善センター 409 307 75.06	％

２ 東公民館箱島分館 586 403 68.77	%

３ 東公民館岡崎分館 372 269 72.31%

４ 東公民館新巻分館 331 247 74.62%

５ 岩井公民館 851 580 68.16%

６ おおたこども園 812 534 65.76%

７ 小泉会館 257 212 82.49%

８ 泉沢公民館 215 175 81.40%

９ 東吾妻町中央公民館 1095 720 65.75%

10 はらまちこども園 1373 914 66.57%

11 原町保育所 1082 771 71.26%

12 厚田新井集会所 642 493 76.79%

13 矢倉多目的集会施設 623 461 74.00%

14 東吾妻町岩島公民館 534 401 75.09%

15 漆貝戸集会所 352 262 74.43%

16 松谷集会所 202 147 72.77%

17 大戸公民館 659 463 70.26%

18 萩生区民会館 396 279 70.45%

19 西榛名婦人ホーム 203 106 52.22%

20 さかうえこども園 453 301 66.45%

21 須賀尾公民館 340 256 75.29%

22 大柏木集会所（公民館） 397 275 69.27%

計 12184 8576 70.39%

※期日前投票および不在者投票などを各投票区の投票者数に割り振って　
あります。

　任期満了に伴う東吾妻町長選挙が 4 月 15 日㈰
に行われ、開票の結果、中澤恒喜氏が当選となり
ました。
　なお、欠員に伴い同日行われた東吾妻町議会議
員補欠選挙については候補者が定数を超えなかっ
たため、髙橋徳樹氏が無投票で当選となりました。

結果東 吾 妻 町 長 選 挙
東吾妻町議会議員補欠選挙

■町長選挙　結果
候補者名（届出順） 得票数
一場　明夫 3,443 票
中沢　つねのぶ 5,016 票

同日当選証書附与式が中央公民館相談室で行

われ、田中富雄選挙管理委員長が当選人に当

選証書を附与しました。

■問い合わせ先
　東吾妻町選挙管理委員会／役場総務課内
　（内線  238　担当  根津俊明）

町議会議員補欠選挙の当選人
髙橋徳樹氏

有権者数 投票総数 投票率

男 5,932 人 4,249 人 71.63％

女 6,252 人 4,327 人 69.21％

計 12,184 人 8,576 人 70.39％

有効投票 無効投票 得票総数

8,459 117 8,576
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こ
の
た
び
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
信
任
を
賜
り
、
三
期
目
の
当

選
を
果
た
し
て
町
政
執
行
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

改
め
ま
し
て
そ
の
職
責
の
重
さ
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
の
間
に
、

ダ
ム
事
業
や
上
信
自
動
車
道
建
設
事

業
は
着
々
と
工
事
が
進
み
、
平
成
27

年
度
に
開
校
し
た
東
吾
妻
中
学
校
で

は
、
文
武
に
生
徒
の
活
躍
が
見
ら
れ

統
合
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
に
は
県
内
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
で
実
施
し
た
箱
島
小
水
力
発
電

所
が
稼
働
し
、
エ
コ
で
安
全
な
電
力

を
生
産
し
て
い
ま
す
。
本
年
４
月
か

ら
は
各
地
区
に
認
定
こ
ど
も
園
を
設

置
、
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
の
給
食

費
の
無
料
化
も
実
施
し
、
子
育
て
環

境
の
拡
充
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
原
町
保
育
所
の
新
築
や
高
校
生

の
通
学
定
期
代
補
助
等
に
よ
り
、
万

全
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
確
立
し
ま

す
。

　

旧
太
田
中
学
校
は
広
域
消
防
本
部

及
び
東
部
消
防
署
の
移
転
に
向
け
進

ん
で
お
り
、
防
災
力
の
強
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
管
内
企
業
と
の
連

携
を
深
め
た
雇
用
促
進
や
、
住
宅
取

得
奨
励
金
補
助
制
度
の
活
用
な
ど
に

よ
り
若
者
の
移
住
・
定
住
化
を
図
り

ま
す
。

　

こ
の
４
月
は
、
東
吾
妻
町
第
２
次

総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う
節
目

で
す
。
主
役
で
あ
る
町
民
皆
様
と
共

に
考
え
、
子
育
て
や
教
育
環
境
の
充

実
、
地
場
産
業
の
活
性
化
、
歴
史

文
化
遺
産
の
活
用
、
安
心
安
全
で

生
涯
に
わ
た
り
健
や
か
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
を
柱
に
行
政
運
営

を
行
い
ま
す
。
10
年
後
、
更
に
そ
の

先
の
東
吾
妻
町
を
見
据
え
、
行
財
政

改
革
へ
の
取
り
組
み
を
強
い
信
念
と

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
推
し
進
め
ま

す
。

　

目
指
す
将
来
像
で
あ
る
「
住
民
が

誇
り
を
も
っ
て
暮
ら
す
ま
ち
」
に
向

け
て
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
町
民
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

◎
任
期
は
、
平
成
30
年
４
月
23
日
か
ら
平

　

成
34
年
４
月
22
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

　
東
吾
妻
町
長　

中
澤　

恒
喜

「
住
民
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
す
ま
ち
」
づ
く
り
に
向
け
て
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歳入予算額
82 億 2800 万円

自 

主 

財 

源 

依   

存   

財   

源

当
初
予
算　

年
度
（
４
月
〜
次
の
年
の
３
月
）

開
始
前
に
年
間
予
算
と
し
て
編
成
し
、
成
立
し
た

予
算
の
こ
と
（
補
正
予
算
＝
年
度
の
途
中
で
補
正

し
た
も
の
）

一
般
会
計　

町
の
行
政
運
営
の
中
心
的
な
経
費

を
計
上
し
て
い
る
会
計

特
別
会
計　

特
定
事
業
に
つ
い
て
、
特
定
の
歳
入

と
歳
出
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
会
計
。
特
定

の
目
的
の
た
め
の
会
計
で
、
一
般
会
計
と
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計　

独
立
採
算
を
原
則
と
す
る
地
方
公

営
企
業
の
会
計
。
収
益
と
費
用
の
発
生
を
記
帳
の

基
準
に
す
る
ほ
か
、
資
産
や
負
債
に
つ
い
て
も
、

経
費
と
分
離
し
て
整
理
し
、
そ
の
経
営
成
績
と
財

産
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　平成 30 年度の当初予算が可
決成立され、執行が開始されま
した。今年度の一般会計予算は
総額82億 2800万円とし、前年
度予算（91億 7200 万円）に比
べると 10.3％の減、金額にする
と 9億 4400 万円の減額となっ
ています。
　歳入面では、町税や地方交付
税が減額となり、財政調整基金
や庁舎建設基金からの繰入金が
増額となりましたが、地方債の
発行額が前年度に比べて約半分
に抑えられたこともあり全体で
は減額となっています。
　歳出面では、消防費が増額と
なっていますが、総務費や土木
費、農林水産業費を大きく減額
し、全体の歳出が減少していま
す。
　平成 30 年度の予算が昨年度
と比較して減少している主な要
因は、役場庁舎移転に伴う岩櫃
ふれあいの郷（岩櫃城温泉セン
ター）の改修事業費が減額した
ことによるものです。

一般会計歳入（）内対前年比

■問い合わせ先
　役場企画課　財政係

　（内線  221	　担当  一場達也）

繰入金
7億 2902 万円
（+85.4％）

諸収入
2億 5374 万円
（-10.1％）

繰越金
2億 1000 万円
（0.0％）

分担金及び負担金、
使用料及び手数料、
財産収入、寄附金
1億 8141 万円
（-13.4％）

地方交付税
26 億 4621 万円
（-5.0％）

県支出金
4億 4548 万円
（-12.8％）

国庫支出金
4億 3308 万円
（+12.2％）

その他　4億 5740 万円（+2.6％）

歳出予算額
82 億 2800 万円

総務費
18 億 4397 万円
（-24.7％）

民生費
16 億 9430 万円
（-4.3％）

教育費
12 億 3926 万円
（-0.2％）

公債費
10 億 4709 万円
（+1.1％）

土木費
7億 7493 万円
（-18.8％）

農林水産業費
4億 4195 万円
（-20.5％）
衛生費

4億 6768 万円
（-1.1％）

消防費 4億 1940 万円
　（+11.6％）

商工費　1億 6720 万円
　　（-2.3％）

一般会計歳出（）内対前年比

用

語

解

説

町税
18 億 6536 万円
（ｰ 0.9％）

町債
10 億 630 万円
（-51.3％）

当 初
平成 30 年度

算予

議会費
9955 万円
（+0.2％）

その他
3268 万円
（-27.2％）
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■一般会計予算主な内容
議会費 議員報酬等 9955 万円

総務費 役場庁舎建設事業 3億 2111 円

ふるさと応援寄附金事業 2154 万円

吾妻渓谷活性化対策事業 1億 4174 万円

民生費 障害児者総合支援事業 3億 4760 万円

老人福祉事業 2億 8455 万円

福祉医療事業 1億 3272 万円

子育て支援費 1億 6185 万円

社会福祉協議会補助金 4152 万円

衛生費 吾妻東部衛生施設組合負担金 1億 9660 万円

定期予防接種事業 2062 万円

インフルエンザ予防事業 1664 万円

妊婦支援事業 961 万円

農林水産業費 公団営畜産基地負担金事業 1億 1083 万円

県単小規模土地改良事業 2579 万円

基盤整備事業（萩生川西地区） 2782 万円

林業基盤整備費 3293 万円

商工費 企業立地奨励金 3427 万円

東吾妻町観光協会運営費補助金 1900 万円

土木費 道路改良費 1億 1618 万円

道路維持費 1億 1901 万円

橋りょう維持費 1億 2636 万円

上信自動車道関連事業 2190 万円

下水道事業特別会計繰出金 2億 2930 万円

消防費 吾妻広域圏消防負担金 2億 5400 万円

消防自動車購入費 2700 万円

防災行政無線デジタル化事業 4493 万円

教育費 給食費無料化事業 6186 万円

通学バス運営管理費 1億 5543 万円

小学校施設整備費 5150 万円

こども園施設整備費 4750 万円

町民体育館改修事業 7300 万円

公債費 元金 9億 5690 万円

利子 9018 万円

■特別会計
会計名 予算額（）対前年比

国民健康保険
事業勘定 19 億 204 万円 (-15.0%)

施設勘定 1億 175 万円	 (+8.7%)

後期高齢者医療 2億 875 万円 (+9.7%)

介護保険 16 億 7191 万円 (+2.0%)

地域開発 6081 万円 (-32.1%)

下水道事業 5億 3282 万円 (-3.6%)

簡易水道 7941 万円 (+19.3%)

■一般会計予算額の推移

■水道会計（企業会計）
項　　目 予算額（）対前年比

水道事業収益 2億 1263 万円 (+1.0%)

営業収益 1億 6868 万円 (-2.7%)

営業外収益 4395 万円 (+18.3%)

水道事業費用 2億 802 万円 (-1.2%)

営業費用 1億 6458 万円 (-7.3%)

営業外費用 2774 万円 (-14.1%)

特別損失 70 万円 ( ± 0.0%)

予備費 1500 万円 (+100.0%)

資本的収入 9858 万円 (-38.0%)

資本的支出 2億 2075 万円 (-17.1%)

平成 29 年度91 億 7200 万円

82 億 2800 万円

85 億 5800 万円

85 億 1600 万円

83 億 4700 万円

０	 20 億円	 40 億円	 60 億円	 80 億円	 100 億円

平成 30 年度

平成 26 年度

平成 27 年度

平成 28 年度

【
一
般
会
計
　
歳
入
】

町
税　

町
民
の
皆
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税
金

繰
入
金　

基
金
な
ど
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り
入

れ
る
お
金

分
担
金
・
負
担
金　

特
定
の
利
益
を
受
け
た
方

か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
お
金

使
用
料
・
手
数
料　

町
の
施
設
を
使
用
し
た
時

に
支
払
う
使
用
料
や
税
務
課
・
町
民
課
な
ど
の
窓

口
で
支
払
う
手
数
料
や
保
育
料
な
ど

地
方
交
付
税　

国
税
の
中
か
ら
、
町
の
行
財
政

状
況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る
お
金

町
債　

町
が
借
り
入
れ
る
お
金

地
方
譲
与
税　

国
が
国
税
と
し
て
徴
収
し
た
税

金
の
う
ち
、
町
に
配
分
さ
れ
る
お
金

国
庫
・
県
支
出
金　

特
定
の
事
務
・
事
業
の
財

源
と
し
て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
一
般
会
計
　
歳
出
】

民
生
費　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど

福
祉
全
般
の
事
務
・
事
業
に
使
う
費
用

総
務
費　

課
税
・
徴
収
、
選
挙
、
統
計
、
住
民

登
録
な
ど
、
町
の
総
括
的
な
事
務
に
使
う
費
用

衛
生
費　

保
健
衛
生
や
ご
み
処
理
な
ど
、
安
全

で
衛
生
的
な
生
活
の
た
め
に
使
う
費
用

農
林
水
産
業
費　

農
産
物
の
生
産
振
興
や
農
地

管
理
な
ど
に
使
う
費
用

商
工
費　

商
工
業
や
観
光
の
振
興
に
使
う
費
用

土
木
費　

道
路
や
公
園
整
備
な
ど
に
使
う
費
用

教
育
費　

学
校
の
運
営
費
や
公
民
館
な
ど
、
教

育
全
般
の
事
務
・
事
業
に
使
う
費
用

消
防
費　

消
防
や
防
災
対
策
な
ど
に
使
う
費
用

公
債
費　

過
去
に
借
り
入
れ
た
借
入
金
の
支
払

い
に
充
て
る
費
用
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Higashiagatsuma　Town News

生涯学習講演会
宇  梶剛士さんが講演

　3 月 24 日に町表彰式・生涯学習講演会が開催さ
れました。表彰式では、功労表彰や優良農業後継
者褒賞などの後、観光大使の任命が行われました。
生涯学習大会では俳優の宇梶剛士さんが「転んだ
らどう起きる？」と題して講演をされました。

老連芸能発表大会
日  々 の活動を糧に

　4 月 1 日に第 11 回東吾妻町老人クラブ連合会芸
能発表大会がコンベンションホールで開催されま
した。各団体から民踊や詩吟、カラオケなどが披
露されました。

坂上小学校	道の駅長より入学祝い
明  るい未来に向けて

　4 月３日にあづま温泉桔梗館で開館以来、累計来
館者数 300 万人を達成しました。300 万人目となっ
た清水満夫さん・千世子さん夫婦には、副町長か
ら花束を、桔梗館の支配人から記念品がそれぞれ
手渡されました。

　4 月９日に坂上小学校
で新 1 年生に道の駅あが
つま峡オリジナルの水仙
ちゃんやくだものなどが
描かれた付箋が道の駅あ
がつま峡武藤駅長からプ
レゼントされました。

桔梗館祝 300 万人達成！
常  連のお客さんが幸運な来館者
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ひがしあがつまタウンニュース

こども園が始まりました
た  くさんの子どもの笑顔と共に

　保護者と園の先生、教育委員会が議論を重
ね、平成 30 年の４月から町内５つの認定こど
も園と２つの保育所が新たにスタートしまし
た。こども園には３～５歳児が、保育所には
0 ～ 2 歳児が通います。4 月６日には保育所の
入所式、４月 11 日にはこども園の入園式が行
われました。

		すいせん祭りが開催
水   仙畑にたくさんの賑わい

　4 月 14 日に第９回東吾妻すいせん祭りが岩井親
水公園で行われました。今年は桜の開花が早かっ
たため、桜と水仙の共演とはなりませんでしたが、
たくさんの方が来場し、咲き誇る水仙たちが、多
くの方の目を楽しませていました。

ノルディックウオーキング体験会
久  々 に始まりました

　３月 25 日にノルディックウオーキング体験会が、
あづま温泉桔梗館の主催で行われました。コースは
あづま親水公園から菅原神社、水牢跡などを回る
ルートで 11 人が参加し、楽しんで歩きました。

↑はらまちこども園入園式
↓あづま保育所入所式↓岩島保育所卒園式

7



今
月
の
歴
史
文
化
探
訪
は
、
文
化
財
保

護
係
と
群
馬
県
立
中
央
中
等
教
育
学

校
の
高
橋
秀
太
朗
君
の
対
談
を
お
届
け
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
吉
田
）
改
め
ま
し
て
、
文
化
財
保
護
係
を

担
当
し
て
い
る
吉
田
で
す
。
今
回
高
橋
君
と

の
対
談
を
す
る
に
至
っ
た
き
っ
か
け
は
、
高

橋
君
が
書
か
れ
た
１
本
の
論
文
（
次
頁
下
段

写
真
）
で
し
た
。
高
橋
君
は
平
成
29
年
度
に

旧
石
器
時
代
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
自
由
研

究
を
公
募
す
る
岩
宿
文
化
研
究
奨
励
賞
・
学

生
部
門
に
応
募
し
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら

４
１
8
点
の
応
募
が
あ
る
中
で
、
見
事
高
橋

君
は
中
学
生
部
門
に
お
い
て
優
秀
研
究
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
研
究
テ
ー
マ

が
東
吾
妻
町
に
あ
る
遺
跡
、
唐
堀
遺
跡
を
中

心
に
据
え
た
「
東
吾
妻
町
唐
堀
遺
跡
周
辺
の

縄
文
人
の
く
ら
し 

出
土
品
か
ら
考
え
る
縄

文
の
道
」
で
し
た
。
高
橋
君
と
は
こ
の
文
章

を
書
く
前
に
一
度
お
会
い
し
、
色
々
お
話
を

さ
せ
て
頂
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
書
か
れ

た
論
文
を
読
ま
せ
て
頂
き
、
内
容
が
非
常
に

面
白
い
も
の
で
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ま
た
お
話

を
し
て
み
た
い
と
思
い
、
こ
の
対
談
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
事
前
に
テ
ー
マ
を
い
く
つ
か
絞
ら

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
１
つ
目
は
受
賞
し
た
感

想
と
考
古
学
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
、

２
つ
目
は
調
べ
て
み
て
気
に
な
っ
た
点
、
最

後
は
高
橋
君
の
こ
れ
か
ら
調
べ
て
み
た
い
、

考
え
て
み
た
い
テ
ー
マ
で
す
。
そ
れ
で
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
高
橋
）
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
吉
田
）
高
橋
君
と
は
昨
年
の
夏
頃
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
、
唐
堀
遺
跡
に
つ
い
て
少
し
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
お
聞
き
し
た
い
の
で
す
が
、
今
回
の
岩
宿

文
化
研
究
奨
励
賞
の
学
生
部
門
に
応
募
し
、

受
賞
さ
れ
た
率
直
な
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

（
高
橋
）
今
回
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
け
て
正

直
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
文
章
を
書

き
、
応
募
し
た
と
き
は
ま
さ
か
自
分
が
賞

を
も
ら
え
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し

た
。

（
吉
田
）
高
橋
君
の
文
章
が
し
っ
か
り
と
評

価
さ
れ
た
証
拠
で
す
。
考
古
学
の
世
界
で
は

自
分
の
文
章
を
他
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
評

価
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
論
文
雑
誌
や
本
を

出
版
す
る
な
ど
限
ら
れ
た
方
法
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
賞
と
い
う
形
で
評
価
さ
れ
る
場

面
も
多
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
今

回
は
高
橋
君
の
文
章
が
考
古
学
の
研
究
者
に

大
き
く
評
価
さ
れ
た
と
思
っ
て
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
今
後
に
向
け
て
も
自
信
と
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
橋
）
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
吉
田
）
次
に
高
橋
君
が
考
古
学
に
つ
い
て

興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
、
も
し
く
は
調
べ

て
見
た
い
と
思
っ
た
最
初
の
き
っ
か
け
は
な

ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

（
高
橋
）
祖
父
が
集
め
て
い
た
石
器
を
見

た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
形
に
種
類
が
あ
り
、
使
っ

て
い
る
石
も
さ
ま
ざ
ま
で
そ
こ
か
ら
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。

（
吉
田
）
高
橋
君
は
当
時
の
人
が
使
っ
て
い

た
遺
物
と
呼
ば
れ
る
モ
ノ
を
見
て
、
興
味
が

湧
い
た
の
で
す
ね
。
考
古
学
は
モ
ノ
を
観
察

し
て
考
え
て
い
く
側
面
が
あ
り
ま
す
の
で
、

高
橋
君
は
ま
さ
に
そ
の
道
を
歩
い
て
き
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
と
な
り
、
さ
ら
に
大
き
な
賞
を
頂
い
た

そ
の
原
点
に
い
る
高
橋
君
の
祖
父
も
大
変
喜

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。
次
に
高
橋
君
の

こ
の
文
章
は
唐
堀
遺
跡
を
中
心
と
し
て
他
地

域
と
の
交
流
の
想
定
が
細
か
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。
特
に
こ
の
唐
堀
遺
跡
が
あ
る
東
吾
妻

町
へ
東
北
地
方
の
人
間
が
来
る
と
い
う
点
に

つ
い
て
そ
の
道
筋
を
検
討
し
、
想
定
し
て
い

る
こ
と
は
非
常
に
大
き
い
成
果
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
さ
て
、
そ
こ
で
聞
い
て
み
た
い
の

で
す
が
、
高
橋
君
は
今
回
調
べ
て
み
て
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
が
気
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

（
高
橋
）
そ
う
で
す
ね
。
唐
堀
遺
跡
を
中
心

に
色
々
な
遺
跡
の
も
の
を
見
た
の
で
す
が
、

た
く
さ
ん
の
も
の
が
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
て

い
る
中
で
唐
堀
遺
跡
と
ま
っ
た
く
同
じ
も

の
、
共
通
性
を
持
つ
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い

た
の
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

（
吉
田
）
出
土
遺
物
の
共
通
性
で
す
ね
。
考

古
学
に
お
い
て
文
化
圏
を
調
べ
る
た
め
の
大

き
な
視
点
が
遺
物
の
共
通
性
で
す
。
そ
こ
に

着
眼
し
、
そ
れ
が
各
地
域
を
結
ぶ
視
点
、
そ

し
て
そ
れ
を
一
歩
進
め
て
ど
の
よ
う
に
そ
の

遺
物
が
入
っ
て
き
た
の
か
人
々
の
交
流
に
つ

い
て
も
道
を
介
し
て
考
え
た
。
こ
の
点
が
評

価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
、
高
橋
君
は
大
き
な
仕
事
を
し
た
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
最
後
の
テ
ー
マ
で
締
め
く
く

る
と
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
縄
文
時
代
、
そ
し

て
唐
堀
遺
跡
を
テ
ー
マ
と
し
て
書
か
れ
た
わ

け
で
す
が
、
も
し
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
っ
た

考
古
学
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る

と
し
た
ら
次
は
ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
か
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
高
橋
）
次
に
調
べ
て
み
た
い
テ
ー
マ
は
和

田
峠
産
の
黒
曜
石
で
す
。
特
に
群
馬
県
南
部

と
北
部
で
は
そ
の
出
土
数
に
違
い
が
あ
り
そ

う
で
そ
の
あ
た
り
か
ら
調
べ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
吉
田
）
な
る
ほ
ど
。
近
年
は
明
治
大
学
黒

曜
石
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
研
究
機
関
を
中

心
に
黒
曜
石
の
生
産
地
と
そ
の
分
布
範
囲
の

研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し
な

が
ら
調
べ
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

高
橋
君
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

回
中
学
生
の
高
橋
君
と
話
を
し
て
み
て
、
改

め
て
自
分
の
中
で
も
こ
の
東
吾
妻
町
の
遺
跡

に
対
し
て
、
そ
こ
で
暮
ら
し
た
人
々
や
そ
の

交
流
と
い
う
テ
ー
マ
で
各
時
代
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
高
橋
君
に
は
こ
の
よ

う
な
視
点
を
提
供
し
て
も
ら
い
非
常
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
若
い
世
代
の
高
橋
君
の

よ
う
に
、
町
内
や
県
内
の
子
ど
も
た
ち
が
東

東吾妻町の歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会教育課（☎ 59-3370　 担当   吉田智哉）

↑高橋秀太朗くんが書いた原稿
　（一部）

小
さ
な
考
古
学
者 

～
高
橋
君
と
文
化
財
保
護
担
当
の
対
談
～
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＝新着図書情報＝
■おすすめの一冊

『諦めない力』……………………… 佐藤　信夫　著

日 本 を 代 表 す る フ ィ ギ ュ ア ス
ケートの選手を数多く育ててき
た著者。コーチ生活 50 年となる
中で自身のスケート人生を振り
返り、さまざまな出会いから導
かれた教えを伝え残します。

■一般図書
『シェイプ・オブ・ウォーター』………………

…ギレルモ・デル・トロ、ダニエル・クラウス　著
『極小農園日記』…………………… 荻原　　浩　著
『それまでの明日』………………… 原　　　寮　著
『青くて痛くて脆い』……………… 住野　よる　著
『棲月』……………………………… 今野　　敏　著
『セカンドライフ、はじめてみました』…… bonpon　著
『フランス流捨てない片づけ』…… 米澤よう子　著
『ナチュラルガーデニング　2018』………

……… 鈴木　昌子　著
■問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

　
町文化協会から公演会のご案内

　町文化協会では次の日程で公演会を行います。
●日時
　平成 30 年 5月 26 日㈯　14 時～（予定）
●場所　コンベンションホール
●内容
　①町内の保存会など数団体による
　　太々神楽や獅子舞などの伝統芸能の披露
　②東吾妻中学校吹奏楽部による演奏
●問い合わせ先　中央公民館（☎ 68-2412）

中央公民館

図書情報

◆４月 14 日のすいせん祭りにぐんまちゃんと一緒
に参加して子どもたちとふれあいました。

■問い合わせ先　役場地域政策課（☎ 68-2111）

水仙ちゃんの活動報告

東吾妻町公民館教養講座
「陶芸教室」

　岩島公民館では、次のとおり教養講座「陶芸教室」
を開催いたします。参加を希望される方は、電話で
申し込んでください。
■期　　日
　５月 20 日㈰　10 時 ～ 12 時　成形（参加必須）
 12 時 ～ 16 時　仕上げ
　　　25 日㈮　  ７時 ～ 16 時　素焼き
　　　27 日㈰　10 時 ～ 12 時　釉かけ
　　　28 日㈪　６時 ～ 16 時　本焼き
  　６月３日㈰　10 時～ 11 時　窯上げ・引き渡し
■会　　場　岩島公民館（麻の里会館）
■講　　師　椎葉正幸　先生
■受講対象　町内に在住在勤する成人
■参 加 費　800 円（材料費）
■募集定員　12 名
■申込・問い合わせ先　岩島公民館　（☎ 67-2001）

吾
妻
町
に
限
ら
ず
過
去
の
遺

産
で
あ
る
遺
跡
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
こ

と
で
す
し
、
こ
の
考
古
学
と

い
う
学
問
に
少
し
で
も
触
れ

て
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
私
と

し
て
も
同
志
が
増
え
て
い
く

よ
う
に
思
え
て
大
変
嬉
し
い

で
す
。
ぜ
ひ
ま
た
お
話
を
聞

か
せ
て
頂
く
機
会
を
作
ら
せ

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
れ
に
て
対
談
を
終
了
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
高
橋
）
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。  

東吾妻町の
歴史・文化探訪（続き）
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　地域産業保健センター ( 産業保健総合支援センター
地域窓口 ) では、常時 50 人未満の労働者を使用する
事業者の産業保健活動 ( 労働者の健康管理や保健指導
など ) を支援するため、次に掲げる相談を含め広く実
施します。産業保健活動に係る相談等は、基本的に無
料で実施することができます。
1. 健康診断結果の有所見者に係る医師の意見聴取
2. 高ストレス者に関する医師による面接指導

3. メンタルヘルス不調の労働者に関する相談・指導
4. 治療を続けながら働くための両立に関する相談・指導
5. その他、職場の健康管理に係る事項など
■お問い合わせ先
 ・吾妻地域産業保健センター　（☎ 0279-75-3334）
　吾妻郡中之条町伊勢町 28-9  (FAX 0279-75-6228)
 ・中之条労働基準監督署 　　   （☎ 0279-75-3334）
　吾妻郡中之条町中之条 664-1(FAX 0279-75-2073)

吾妻地域産業保健センターのご案内

　

さ
て
、
４
月
も
半
月
程
経
過
し
ま
し
た
。

新
年
度
、
新
生
活
と
い
う
こ
と
で
お
酒
に

触
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
方
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ろ

そ
ろ
歓
送
迎
会
な
ど
も
ひ
と
段
落
し
た
頃

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
場
で
な
く
と

も
、
日
常
的
に
も
飲
酒
を
さ
れ
る
方
々
は

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
。
今
回
は
飲
酒
、
特
に
「
適
度
な
飲
酒
」

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 　
「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
正
し
く
飲
め
ば
健
康
に
良
い
と
さ
れ

る
ア
ル
コ
ー
ル
。
厚
生
労
働
省
が
推
進
す

る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
「
健
康
21
」
で

は
、
適
度
な
飲
酒
と
は
1
日
平
均
純
ア
ル

コ
ー
ル
で
約
20
ｇ
程
度
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
（
ｇ
）
は
、
飲
酒

量
（
㎖
）
×
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
（
％
）
×

ア
ル
コ
ー
ル
の
比
重
（
０
・
８
）
で
計
算

さ
れ
ま
す
。
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
ビ
ー
ル

（
度
数
５
％
）
は
５
０
０
ml
で
純
ア
ル
コ
ー

ル
量
20
ｇ
で
す
。
日
本
酒
（
15
％
）
は
1

合
（
１
８
０
㎖
）
で
22
ｇ
、
ウ
イ
ス
キ
ー

（
43
％
）
は
ダ
ブ
ル
（
60
㎖
）
で
20
ｇ
、
焼

酎
（
25
％
）
は
０
・
５
合
（
90
㎖
）
で
18
ｇ
、

ワ
イ
ン
（
12
％
）
は
１
２
０
㎖
で
12
ｇ
、

と
な
り
ま
す
。
た
だ
、
①
女
性
は
男
性
よ

り
も
少
な
い
量
が
適
当
で
あ
る
、
②
少
量

の
飲
酒
で
顔
面
を
来
す
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル

代
謝
能
力
の
低
い
も
の
で
は
少
な
い
量
が

適
当
で
あ
る
、
③
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

お
い
て
は
、
よ
り
少
量
の
飲
酒
が
適
当
で

あ
る
、
④
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
に
お
い

て
は
完
全
断
酒
が
必
要
で
あ
る
、
⑤
飲
酒

習
慣
の
な
い
人
に
対
し
て
は
こ
の
量
の
飲

酒
を
推
奨
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う

点
に
留
意
が
必
要
で
す
。

　

適
量
と
は
い
え
、
毎
日
の
飲
酒
は
肝
臓

に
負
担
と
な
り
ま
す
。
週
に
2
日
は
休
肝

日
を
設
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
休
肝
日
を

設
け
た
か
ら
と
い
っ
て
、
他
の
日
に
多
量

飲
酒
し
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
日

頃
か
ら
適
量
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

決
し
て
日
常
的
な
飲
酒
を
推
奨
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
、
自
分

の
飲
酒
習
慣
に
つ
き
振
り
返
る
機
会
に
し

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

国
保
診
療
所　

堀
口　

英

■
連
絡
先

　
（
☎
59
・
３
０
１
０
）

　

適
度
な
飲
酒
に
つ
い
て

★「５月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

5/6
休診

7
午後
准看護
学校
講義

8
午後
定期
往診

9
休診

10
午後
定期
往診

11
午後
定期
往診

12
休診

13
休診

14
午後
准看護
学校
講義

15
午後
太田小
予防接種
内科健診

16
休診

17
午後
東小
予防接種
内科健診

18
午後
太田小
予防接種
内科健診

19
休診

20
休診

21
午後
准看護
学校
講義

22
午後
東吾妻中
内科健診

23
休診

24
午後
個別
接種

25 26
休診
　

27
休診

28
午後
准看護
学校
講義

29
午後
おおた
こども園
内科健診

30
休診

31
午後
東吾妻中
内科健診

6/1
午後
あづま
こども園
内科健診

2
休診

3
休診

4 5
午後
定期
往診

6
休診

7
午後
定期
往診

8
午後
定期
往診

9
休診

東吾妻町国民健康保険診療所だより

＊今年度から火曜日ではなく、毎週水曜日を休診日とさせて
　いただきます。
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■
５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。

　

5
月
31
日
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
が
定
め
る
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。
喫

煙
は
個
人
の
嗜
好
を
こ
え
た
健
康
問
題
で

あ
り
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、
健

康
増
進
法
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
12
回
の
「
知
っ
て
お
き
た
い
歯
の

話
」
に
引
き
続
き
、
喫
煙
と
歯
と
口
の
健

康
の
問
題
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く

お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
喫
煙
と
歯
と
口
の
健
康

　

タ
バ
コ
に
は
４
千
を
超
え
る
化
学
物
質

と
２
０
０
以
上
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

お
り
、
歯
と
口
の
健
康
に
も
多
様
な
影
響

を
与
え
る
事
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
表
）。

　

ま
た
、
受
動
喫
煙
に
関
し
て
も
、
歯
と

口
の
健
康
に
影
響
を
与
え
る
事
が
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
喫
煙
は
歯
周
病
の
リ
ス
ク
因
子

　

日
本
歯
周
病
学
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

合
計
１
２
０
の
研
究
を
分
析
し
た
と
こ

ろ
、
喫
煙
者
は
非
喫
煙
者
に
比
べ
歯
周
病

の
罹
患
率
が
高
く
、
歯
周
病
が
進
行
し
や

す
い
事
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
結
果
か
ら
、
日
本
歯
周
病
学
会
は
喫

煙
を
、
環
境
面
に
お
け
る
歯
周
病
の
最
大

の
リ
ス
ク
因
子
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

■
喫
煙
が
歯
周
組
織
に
与
え
る
影
響

　

そ
れ
で
は
、
喫
煙
は
歯
と
口
の
健
康
を

ど
の
よ
う
に
脅
か
す
の
で
し
ょ
う
か
？
喫

煙
者
で
は
、
ニ
コ
チ
ン
の
影
響
に
よ
り
血

流
が
悪
化
し
、
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
も
減

少
す
る
た
め
、
歯
周
病
へ
の
気
づ
き
が
遅

れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
煙
者
で
は
非
喫
煙
者
に
比
べ
、

プ
ラ
ー
ク
（
歯
垢
）
や
細
菌
の
量
に
関
わ

ら
ず
、
歯
周
組
織
の
破
壊
が
進
み
や
す
く
、

歯
周
病
が
進
行
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
喫
煙
が
、
歯
周
病
原
因
菌
の
病
原
性

を
強
化
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ニ
コ
チ
ン
に
は
歯
周
病
で
破
壊

さ
れ
た
組
織
を
修
復
す
る
細
胞
（
線
維
芽

細
胞
）
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
歯
周
病
の

治
癒
を
悪
く
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
が
人
体
の

防
御
反
応
で
あ
る
免
疫
反
応
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

■
喫
煙
は
歯
周
病
の
治
療
に
影
響
す
る

　

喫
煙
者
で
は
、
歯
周
病
の
治
療
効
果
が
、

40
～
80
％
低
下
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
喫
煙
が
歯
周
病
治
療
の
効
果
に
悪
い

影
響
を
及
ぼ
す
危
険
は
明
ら
か
で
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
に
お
い
て
も
、
そ
の
成
功

率
を
下
げ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ヘ

ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で
は
そ
の
傾
向
が
さ
ら

に
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
禁
煙
が
も
た
ら
す
効
果 

　

喫
煙
は
歯
ぐ
き
の
血
液
の
流
れ
に
影
響

を
与
え
ま
す
。
禁
煙
す
る
事
で
血
液
の
流

れ
の
障
害
が
回
復
す
る
事
も
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
禁
煙
は
歯
周
病
の
治

療
効
果
を
高
め
、
歯
周
組
織
の
治
癒
を
促

進
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
喫

煙
さ
れ
て
い
る
方
も
禁
煙
に
取
り
組
ま
れ

る
事
で
、
歯
周
病
の
予
防
に
大
き
く
役
立

ち
ま
す
。
今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
、
禁
煙
か
ら
歯
と
口
の
健
康
づ

く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

■
参
考
文
献

　

日
本
歯
周
病
学
会
：
喫
煙
の
歯
周
組
織
に

対
す
る
影
響
（
学
会
見
解
論
文
２
０
１
１
年
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

東
吾
妻
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
68
・
５
０
２
１　

担
当	

藤
岡
由
美
）

知っておきたい歯の話
　

町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
と
口
」
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
タ

バ
コ
と
歯
周
病
」
で
す
。

36. タバコと歯周病

■喫煙と関係のある歯と口の症状
種類 部位 病名・症状

能動
喫煙

粘膜
口腔癌、白板症、ニコチン性口内炎
歯肉メラニン色素沈着症、扁平苔癬、

慢性肥厚性カンジダ症

歯周組織 重度歯周病、急性壊死性潰瘍性歯肉炎

歯 タールなどの色素沈着、歯の喪失

舌 味覚の減退、正中菱形舌炎、毛舌症

その他 インプラント周囲炎、口臭、口唇裂、口蓋裂

受動
喫煙 歯周病 歯肉メラニン色素沈着症、歯周病

期日 内　　　　　　科 外　　　科 休日夜間

13 日㈰
四万診療所

（中之条☎ 64-2136）
草津こまくさ病院

（草津☎ 0279-88-4321）
吾妻さくら病院

（中之条 ☎ 75-3011）
吾妻さくら病院

（中之条 ☎ 75-3011）

20 日㈰
後藤医院

（中之条☎ 75-2230）
長野原診療所

（長野原☎ 0279-85-2259）
原町赤十字病院

（原町 ☎ 68-2711）
原町赤十字病院

（原町 ☎ 68-2711）

27 日㈰
小池医院

（岩下☎ 67-2030）
桜井クリニック

（嬬恋☎ 0279-97-3800）
吾妻さくら病院

（中之条 ☎ 75-3011）
吾妻さくら病院

（中之条 ☎ 75-3011）

①急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮願います。

5 月の当番医予定表
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■別表
期日 受付時間 場所

６

月

12 日㈫ 9:00 ～ 11:00 岡崎公民館
13 日㈬ 9:00 ～ 11:00 箱島公民館
14 日㈭ 9:00 ～ 11:00 あづま農村環境改善センター
15 日㈮ 9:00 ～ 11:00 保健センター
17 日㈰ 9:00 ～ 11:00 保健センター
19 日㈫ 9:00 ～ 11:00 新巻公民館
20 日㈬ 9:00 ～ 10:00 泉沢公民館
21 日㈭ 9:00 ～ 11:00 小泉会館
22 日㈮ 9:00 ～ 11:00 太田出張所 ( 公民館 )
26 日㈫ 9:00 ～ 11:00 岩井公民館
27 日㈬ 9:00 ～ 11:00 町民体育館
28 日㈭ 9:00 ～ 11:00 町民体育館
29 日㈮ 9:00 ～ 11:00 岩島出張所（麻の里会館）

７

月

３日㈫ 9:00 ～ 11:00 厚田新井集会所

４日㈬
8:30 ～ 9:00 矢倉多目的集会施設

10:00 ～ 10:30 辻区郷原公会堂
５日㈭ 9:00 ～ 10:00 唐堀集会所
６日㈮ 9:00 ～ 11:00 松谷集会所
10 日㈫ 9:00 ～ 11:00 保健センター

11 日㈬
8:30 ～ 9:00 西榛名婦人ホーム

10:00 ～ 11:00 萩生区民会館
12 日㈭ 9:00 ～ 10:00 大戸区公民館
13 日㈮ 9:00 ～ 11:00 坂上出張所（公民館）
14 日㈯ 9:00 ～ 11:00 保健センター
19 日㈭ 9:00 ～ 10:00 須賀尾公民館
20 日㈮ 9:00 ～ 10:00 大柏木公民館
24 日㈫ 9:00 ～ 11:00 保健センター

　

集
団
健
診
が
来
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

町
で
は
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
集
団
健
診
を
行
い
ま
す
。

■
内
容
・
対
象
者
・
費
用

①
『
健
康
診
査
』
…
40
歳
以
上

　

お
よ
び
30
歳
・
35
歳
は
無
料
。

　

40
歳
未
満
は
千
円

②
『
結
核
・
肺
が
ん
検
診
』　

・
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
み

　

…
40
歳
以
上
は
無
料
、
40
歳

　
　

未
満
は
２
０
０
円

・
喀
痰
検
査
（
該
当
者
は
当
日

   

申
し
込
み
）　

…
５
０
０
円

※
65
歳
以
上
の
方
は
年
に
１
回

　

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
必
ず

　

受
け
ま
し
ょ
う
。

③
『
前
立
腺
が
ん
検
診
』

　

…
5
０
０
円

　
（
50
歳
以
上
の
男
性
希
望
者
）

④
『
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
』　

　

無
料
（
原
則
40
歳
の
希
望
者
）

※
該
当
地
区
の
都
合
が
悪
い
場

　

合
は
、
ほ
か
の
会
場
で
も
受

　

診
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
日

　

都
合
の
悪
い
方
も
土
曜
日
・

　

日
曜
日
の
健
診
が
あ
り
ま
す

　

の
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月
の
希
望
調
査
で

　

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人

　

も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
保

　

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
68
・
５
０
２
１

　

  

担
当	 

野
山
し
の
ぶ
・

　
　
　

   

角
田
友
紀
）

・
役
場
町
民
課　

国
保
年
金
係

　
（
内
線	

１
１
６

　

  

担
当		

武
藤
大
輔
）

案内

　

女
性
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、

早
期
発
見
と
正
し
い
健
康
意
識
の

普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
受
診

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

節
目
年
齢
の
方
に
無
料
検
診
（
ク
ー

ポ
ン
検
診
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
５
月
上
旬
ご
ろ
通
知

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ク
ー
ポ

ン
券
を
持
参
の
う
え
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

平
成
30
年
４
月
20
日
現
在
東
吾

妻
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
４
月

１
日
現
在
下
記
の
年
齢
の
方

●
乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢

①
40
歳
（
昭
和
52
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
53
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

②
45
歳
（
昭
和
47
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
48
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

③
50
歳
（
昭
和
42
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
43
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

④
55
歳
（
昭
和
37
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
38
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

⑤
60
歳
（
昭
和
32
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
33
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

●
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢

①
20
歳
（
平
成
9
年
４
月
２
日
～

　

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

②
25
歳
（
平
成
４
年
４
月
２
日
～

　

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

③
30
歳
（
昭
和
62
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

④
35
歳
（
昭
和
57
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
58
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

⑤
40
歳
（
昭
和
52
年
４
月
２
日
～

　

昭
和
53
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

■
有
効
期
間

　

平
成
30
年
５
月
１
日
～
平
成
31

年
１
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
68
・
５
０
２
１

　

担
当	

角
田
友
紀
）

　
　

が
ん
検
診
総
合
支
援
事
業

　
　
（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
）

案内
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５月の予防接種日程表
❶東地区　●会場／国保診療所　●問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）　担当  野山しのぶ

５月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先／保健センター（☎ 68-5021）　担当  篠原　萌

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）　	担当  富塚和香奈
●会場　ラッコ・ペンギン：保健センター／ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター

（＊印のついたサークルはどちらか近い会場をご利用ください。ご利用の際には事前に申し込んでください。）

　吾妻保健福祉事務所では、「こころの健康相談」を行っています。心配事のある方はお気軽にご相談ください。
また、ご相談の際には予約をお願いします。

【所内相談】
■場　　所　吾妻保健福祉事務所
■相談日時　毎月第２木曜日 14 時～（予約制）
■相 談 員　精神科医師、保健師
■予約・問い合わせ先　吾妻保健福祉事務所　保健係
　　　　　　　　　　　（☎ 75-3303 ）

【出張相談】
■場所・相談日　別表（予約制）
■予約・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）

こころの健康相談

■別表
日　時（各日 14 時～） 場　所
平成 30年 5月 24日㈭ 中之条町保健センター
６月 21 日㈭（第 3木） 東吾妻町保健センター（中央公民館）

7月 26 日㈭ 嬬恋村環境改善センター
８月 23 日㈭ 中之条町六合支所
９月 27 日㈭ 高山村保健センター
10 月 25 日㈭ 草津町保健センター
11 月 22 日㈭ 長野原町保健センター
12 月 27 日㈭ 草津町保健センター
１月 24 日㈭ 嬬恋村環境改善センター
２月 28 日㈭ 東吾妻町保健センター
３月 28 日㈭ 草津町保健センター

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

5 月 9 日㈬

はっぴい歯科検診 13:30 ～ 13:45

平成 27 年 10・11 月、平成 28 年 4・5 月生まれ

10 日㈭ 平成 25 年 10・11 月、平成 26 年 10・11 月生まれ

11 日㈮
平成 24 年 10・11 月、平成 25 年 4・5 月、

平成 26 年 4・ 5 月生まれ

22 日㈫ 乳幼児健康相談 10:00 ～ 11:00 乳幼児の希望者 ( 事前に申し込んでください )

23 日㈬ 1 歳 6 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 28 年 9・10 月生まれ

30 日㈬

4 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 30 年 1 月生まれ

7 カ月児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年 10 月生まれ (B.C.G 接種を行います )

1 歳児健康診査 13:30 ～ 13:45 平成 29 年 4 月生まれ

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

5 月 14 日㈪ ピヨピヨクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 1 歳からこども園就園前までの子どもと保護者

15 日㈫ ラッコクラブ 10:00 ～ 10:15 4 カ月児から 1 歳児までの子どもと保護者

28 日㈪ ペンギンクラブ＊ 9:30 ～ 10:00 1 歳からこども園就園前までの子どもと保護者

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

5 月 24 日㈭ 第 2 回乳幼児個別予防接種 14:00 ～ 14:30
「予防接種のお知らせ」を参照してください

5 月 17 日㈭までに申し込んでください
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昭和 18 年６月２日～７月１日生まれの方へ
75 歳になる方へ

　75 歳の誕生日から後期高齢者医療該当者です。
５月 25 日前後に『後期高齢者医療保険者証』を
緑色の封筒で郵送しますので、ご確認ください。

■問い合わせ先　役場町民課　後期高齢者医療係
　　　　　　　　（ 内線  116　 担当  鳥山典子）

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてください。なお、
年金からの天引きが可能になりましたら通知します。

■問い合わせ先　役場保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（ 内線  122　 担当  荒木聡子）

65 歳になった方へ
（昭和 28 年４月２日～ 5 月 1 日生まれ）
※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ

　

東
吾
妻
町
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武

力
攻
撃
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
の
発
生

時
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら

の
緊
急
情
報
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝

達
手
段
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
町
内
で
緊
急
情
報
伝

達
手
段
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や

　

武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
国
か
ら

　

送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
人
工
衛

　

星
な
ど
を
活
用
し
て
瞬
時
に
情
報
伝

　

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

※
今
年
度
は
、
同
様
の
試
験
を
年
4
回

　

実
施
す
る
予
定
で
す
。

①
平
成
30
年
５
月
16
日
㈬　

11
時
ご
ろ

②
平
成
30
年
8
月
29
日
㈬　

11
時
ご
ろ

③
平
成
30
年
11
月
21
日
㈬　

11
時
ご
ろ

④
平
成
31
年
2
月
20
日
㈬　

11
時
ご
ろ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

安
全
対
策
係

　
（
内
線	

２
３
４　

担
当	

藤
岡
剛
）

　

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す

　
　

～
平
成
30
年
5
月
16
日
㈬　

11
時
ご
ろ
実
施
し
ま
す
～

■当日実施する試験は次のとおりです。
情報伝達手段 内　　容

防災行政無線
の放送

町内に設置してある防災行政無線
（屋外スピーカー） か ら、 毎 月 １

日に実施している定時試験放送と
同じくらいの音量で次の放送内容
が一斉に放送されます。

【放送内容】
「これは、テストです。」×３

＋「こちらは、
　ぼうさいひがしあがつまです。」
＋防災行政無線チャイム

案内
　

群
馬
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お
よ

び
前
橋
地
方
法
務
局
で
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日(

昭
和
24
年

6
月
1
日)

を
記
念
し
、次
の
と
お
り「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設
人
権
相
談
を

開
設
し
ま
す
。

　

子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
内
の
も

め
ご
と
な
ど
、
人
権
問
題
や
困
り
ご
と
で

悩
ん
で
い
る
方
は
お
気
軽
に
お
近
く
の
特

設
相
談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
料
金
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

■
特
設
相
談
所
開
設
日
時
・
場
所

　

平
成
30
年
６
月
1
日
㈮

　

10
時
～
15
時　

中
央
公
民
館

　

な
お
、
特
設
相
談
所
へ
お
越
し
に
な

れ
な
い
方
に
つ
い
て
も
、
通
常
ど
お
り

前
橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
各
支
局
で
電

話
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
６
６
）

    『
人
権
擁
護
委
員
の
日
』
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

案内

Information
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町からのお知らせ

　町では町民の皆さんが、自宅の新築・増築・改修
工事を町内に本社・本店を有する事業者に依頼して
行う場合に、工事費用に対する補助制度を設けてい
ます。新築や改修などをお考えの方はぜひご利用く
ださい。また、工事着工前に役場地域政策課で申請
手続きをお願いします。
■問い合わせ先　役場地域政策課　商工観光係

（ 内線  243　 担当  佐藤祐介・小山日出映）

家屋を新築・増築または取り壊した方は
ご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査は固定資産税
の算定基礎となる評価額を算出するために必要な調
査です（取り壊した時も現地確認に伺います）。
■連絡・問い合わせ先
　役場税務課　固定資産税係
　　　　　　　（ 内線  134　 担当  須田泰友）

住宅新築改修等補助金交付制度
をご活用ください

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業
】

　

旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

の
耐
震
化
の
促
進
と
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
希
望
さ
れ
る

方
に
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
、

無
料
で
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
住
宅

に
限
り
ま
す
。

・
東
吾
妻
町
内
に
在
す
る
木
造
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅

・
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

・
平
屋
建
て
ま
た
は
２
階
建
て
の
住
宅

・
在
来
軸
工
法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅

■
派
遣
の
対
象
者　

対
象
住
宅
の
所
有
者

■
耐
震
診
断
者

　

県
建
築
士
事
務
所
協
会
に
登
録
さ
れ

た
木
造
住
宅
耐
震
診
断
調
査
資
格
者

■
必
要
書
類

・
住
宅
の
平
面
図

　

住
宅
の
平
面
図
が
無
い
場
合
や
、
住

宅
の
現
況
と
平
面
図
が
大
き
く
違
う
場

合
に
は
耐
震
診
断
者
が
図
面
の
作
成
を

い
た
し
ま
す
。

※
図
面
作
成
に
か
か
る
費
用
は
町
で
負

　

担
し
ま
す
。

■
耐
震
診
断
の
費
用

・
耐
震
診
断
費
…
無
料

・
耐
震
診
断
者
の
交
通
費
…
千
円
～
３
千

円
の
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。

　
（
耐
震
診
断
者
に
直
接
お
支
払
い
い
た

　

だ
き
ま
す
。）

■
診
断
件
数　

予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
の
方
法

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
の
派
遣
に
よ

る
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
木

造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
建
設
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

右
記
申
請
書
の
様
式
は
役
場
建
設
課
、

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。
今
年
度
の
申
請
の
受
付
は
、

９
月
28
日
㈮
が
期
限
で
す
。

【
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
】

　

旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造

住
宅
に
耐
震
診
断
を
行
い
、
そ
の
結

果
が
規
定
値
以
下
の
場
合
、
耐
震
改

修
工
事
を
行
う
希
望
者
に
対
し
ま
し

て
、
補
助
金
を
交
付
し
耐
震
化
を
推

進
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
住
宅

に
限
り
ま
す
。

 

・
東
吾
妻
町
内
に
在
す
る
木
造
住
宅

 

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅

 

・
一
戸
建
て
の
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

 

・
２
階
建
て
以
下
の
住
宅

・
木
造
在
来
軸
工
法
で
建
築
さ
れ
て
い
る
住
宅

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
最
小
の
上
部
構
造

　

評
点
が
1
・
0
未
満
の
木
造
住
宅

■
補
助
金
交
付
の
対
象
者

・
対
象
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
者

・
町
税
に
滞
納
の
な
い
者

■
補
助
金
額

・
耐
震
補
強
工
事
費
が
１
０
０
万
円
未
満

　

…
耐
震
補
強
工
事
費
の
５
分
の
１
以

　

内
（
20
万
円
を
限
度
）（
千
円
未
満
の

　

端
数
は
切
り
捨
て
）

・
耐
震
補
強
工
事
費
が
１
０
０
万
円
以
上

　

２
０
０
万
円
未
満
…
30
万
円

・
耐
震
補
強
工
事
費
が
２
０
０
万
円
以
上

　

…
50
万
円

■
補
助
件
数　

予
算
の
範
囲
内
ま
で

■
申
し
込
み
の
方
法

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金
の
交
付

を
申
請
さ
れ
る
方
は
、
着
工
前
に
交
付

申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
役
場
建
設
課

都
市
計
画
係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金
交
付
申
請

書
の
様
式
は
役
場
建
設
課
、
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
申
請
の
受
付
は
、
９
月
28

日
㈮
が
期
限
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
建
設
課　

都
市
計
画
係

　
（
担
当	

５
１
９　

担
当	

加
部
貴
宏
）

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業
・
改
修
補
助
事
業

案内
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Information

《第２次総合計画の構成イメージ》

１　基本構想（平成 30 年度から 10 年間）町の将来像や政策の大綱

目指す将来像　『住民が誇りを持って暮らすまち』
　　　　　　　　～　東吾妻　きみと　あなたと　～

　第１次総合計画で定めたまちづくりの理念を継承するとともに、東吾妻中学校の校歌
の一部を用いて、将来像の副題とします。これは、町の未来を担う子ども達へのメッセー
ジであるとともに、住民と行政が目指す将来像を共有し、協働で取り組むまちづくりの
合い言葉とします。

目指す将来像を実現する
ため、次の７つをまちづ
くりの基本目標として、
政策を進めます。

基本目標１　みんなで創る協働のまち【住民と行政の協働】

基本目標２　安全で暮らしやすいまち【社会基盤の整備】

基本目標３　自然と調和した暮らしができるまち【生活環境の向上】

基本目標４　地域の恵みを活かした活力あるまち【産業の振興】

基本目標５　元気な声と笑顔があふれるまち【保健・医療・福祉の充実】

基本目標６　豊かな心を育む学びのまち【教育・文化の充実】

基本目標７　健全財政に向け徹底した改革に取り組むまち【行財政改革の推進】

　

東
吾
妻
町
第
２
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

～
こ
れ
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
引
書
を
策
定
～　
　

報告
　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
計

画
と
な
る
「
第
２
次
総
合
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

 　

こ
の
計
画
書
の
案
に
つ
い
て
、
２
月

中
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
手
続
き
）
に
よ
り
、
住
民
の

皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に
計
画
書

の
案
に
最
終
的
な
修
正
を
加
え
、
３
月

５
日
か
ら
開
会
し
た
町
議
会
定
例
会
へ

議
案
と
し
て
提
出
し
、
３
月
15
日
に
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 　

な
お
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
集

約
結
果
と
可
決
さ
れ
た
計
画
書
等
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

 　

ま
た
、
現
在
、
計
画
書
完
成
版
を
編

集
し
て
い
ま
す
が
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

（
概
要
）
も
同
時
に
作
成
し
ま
す
の
で
、

今
後
、
町
内
全
て
の
世
帯
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。

 

次ページへ続きます。
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町からのお知らせ

２　基本計画（前期 5 年間）重点施策や分野別計画

　基本構想実現のため、分野別に取り組むべき施策の方針や展開等を示すとともに、町の主要課題である「人口
減少社会」や「上信自動車道の開通」へ対応するため、施策分野の枠組みを越えた総合的かつ横断的な取り組み
として、次の４つの重点施策を設定しました。

重点施策１　生涯にわたる健やかで快適な暮らしを支える

　住み慣れた地域で、生涯にわたり健やかにいきいきと、快適に暮らし続けられる地域社会の実現を目
指し、医療や福祉の充実と連携強化、公共交通の利便性向上を進めます。

重点施策２　若い世代の移住・定住を進める

　若い世代の移住・定住の促進を目指し、暮らしやすい魅力ある住環境の整備と、働く場の確保や雇用
環境の充実を図るとともに、結婚から妊娠・出産・子育て・学校教育までを含めた切れ目のない支援を
進めます。

重点施策３　中山間地域の特性を活かした産業を創出する

　豊かな自然環境や農林水産業、商工業など、本町が誇るあらゆる資源や人材を効果的につなぐことを
目指し、道路交通網の整備にもあわせた新たな産業の創出と、産業振興による町のブランド力強化を進
めます。

重点施策４　住民と行政の協働により効率的な行財政運営を図る

　住民が行政に参画しやすい体制づくりを目指し、事務事業の効率化と、財源や職員の適正化、民間活
力やＩＣＴの積極的な導入、周辺自治体との連携強化など透明性を確保しながら進めます。

３　実施計画（毎年度見直しや修正）財政の裏付けと予算編成の指針

　基本計画で示した各施策の具体的な事務事業について、財源等の見通しを立てながら計画的に進めるため、
毎年度の予算編成の指針とします。

■問い合わせ先　役場企画課企画調整係　（ 内線  222　 担当  蜂須賀徹）

　町スポーツ協会事業参加者募集
　町スポーツ協会ではさまざまなスポーツ事業を予定しており、参加者を募集しています。

【第 13 回町民親善ソフトテニス大会】
▼日時　平成 30 年５月 27 日㈰　
▼会場　スポーツ広場テニスコート
▼参加費　１人 500 円

【第 13 回町内対抗野球大会】
▼日時　平成 30 年 5 月 27 日㈰
　　　　・6 月 10 日㈰
▼会場　東総合運動場野球場

【第 21 回郡内ハイキング】
▼開催日　平成 30 年６月３日㈰
▼会場　高ジョッキ山

【第 12 回社会人ソフトボール大会】
▼日時　平成 30 年６月３日㈰
▼会場　スポーツ広場

【フォークダンス講習会②】
▼日時　平成 30 年６月 13 日㈬

▼会場
　あづま農村環境改善センター

【第３回親善バドミントン大会】
▼日時　平成 30 年６月 17 日㈰
▼会場　原町小学校体育館
■申し込み先・問い合わせ先
　教育課内スポーツ協会事務局
　（☎ 59-3370）
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Information

『労働保険の年度更新』のお知らせ
　
平成 30年度の申告・納付は「6月 1日㈮から 7月 10 日㈫」までにお願いします
　労働保険の平成 29 年度確定保険料を精算するための申告・納付と、平成 30 年度概算保険料を納付するた
めの申告・納付手続きは、6 月 1 日から 7 月 10 日までの期間に行う必要があります。
　年度更新手続きに必要な申告関係書類は、厚生労働省から申告手続期間に間に合うように各事業主へ送付
されます。当該書類がお手元に届きましたら 7 月 10 日㈫までに手続きを完了していただきますようお願いし
ます。手続きが遅れますと、政府が労働保険料・一般拠出金の額を決定し、更に追徴金 ( 労働保険料・一般拠
出金の 10 %) を課すことがありますのでご留意ください。

■問い合わせ先　群馬労働局総務部　労働保険徴収室（☎ 027-896-4734）

平成 30 年度国民健康保険税率改正のお知らせ
　　平成３０年４月より国民健康保険制度を将来にわたって守り続けるため、これまで町で運営してきた国保制
度について、県と町がともに保険者となり県が国保の財政運営の中心的な役割を担う方法へと変更になりました。
今回の制度改正に伴い、保険税率においても群馬県の標準的な算定方法により保険税率「４方式（所得割・資産割・
平等割・均等割）から３方式（所得割・平等割・均等割）へ変更）」が示され、この標準保険料率を参考に市町
村が決定いたします。
■改定税率

区分 国民健康保険分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
所得割率 6.0%	→	6.2% 2.25%	→	2.50% 1.9%	→	2.1%
資産割率 41.0%	→	0.0% 10.0%	→	0.0% 9.0%	→	0.0%
均等割額 20,500 円	→	25,000 円 7,000 円	→	9,800 円 7,500 円	→	11,000 円
平等割額 22,000 円	→	18,200 円 8,000 円	→	7,200 円 8,000 円	→	5,200 円

 ※資産割がなくなり、群馬県が示す標準税率への移行です。
　4 月以降も現在発行済みの保険証を引き続きご利用いただけます。また、新しい保険証については、平成 30
　年 9 月下旬に送付させていただきます。  
　

群 馬 県 東 吾 妻 町
●保険証の交付
●保険税率の決定・賦課・徴収
●保険給付　など

●財政運営
●保険給付に必要な費用の交付
●標準保険料率の算定・公表　など

被保険者
( 加入者 )

交付金

納付金

●加入手続き
●保険税の納付

●保険証の交付
●保険給付

平成 30 年 4月からの国保の仕組み

国保の届出等の窓口 ( 町民課）は変わりません

■問い合わせ先　
　税務課	保険税係
　（内線 137　
　担当 	田中博・野口穂高）
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　国土交通省よりタカタ製エアバックリコール未改修車は、
平成 30 年 5 月から車検が通らなくなります！
～早急にリコール作業を受けてください ! ～
■問い合わせ先
　国土交通省タカタ専用ダイヤル
　（☎ 03-6747-9575）

タカタ製エアバックリコール
未改修車はご注意を！！

リコール情報検索アプリ 検索

■納期限　平成 30 年５月 31 日㈭
■納税場所　県内の金融機関、郵便局、自動車税事
務所、行政県税事務所、コンビニエンスストアなど
■その他
　口座振替納税をご利用の場合、5月 31 日㈭が引
き落とし日になります。

■問い合わせ先
【自動車税について】

　吾妻行政県税事務所　（☎ 75-3300）
　群馬県自動車税事務所　（☎ 027-263-4343）

【軽自動車税について】　
　役場税務課住民税係　（ 内線  132　 担当  髙橋優芽）

自動車税・軽自動車税は５月 31 日㈭までに忘れずに！
　自動車税・軽自動車税は、毎年４月１日現在で、運輸支局に登録されている自動車の所有者に課税されます。
自動車税は５月上旬に自動車税事務所から送付される納税通知書により、納期限までに納めてください。ま
た軽自動車税の納期限も 5 月 31 日㈭となっています。なお、軽自動車税の納税通知書は５月中旬に送付され
ます。

■申請期限　平成 30 年５月 24 日㈭まで
■受付時間　８時 30 分～ 17 時 15 分
※土・日・祝日を除く
■持参するもの
　障害者手帳など・運転者の免許証・車検証・印鑑・申請書

【納税者本人が申請する場合…①、②のいずれか】
①納税者のマイナンバーカード（両面）

②納税者の通知カード + 写真入り身分証明書
【代理人が申請する場合…③・④・⑤すべて】

③納税者のマイナンバーカードまたは通知カード
④代理人の写真入り身分証明書（運転免許証等）
⑤本人からの委任状
■申請場所・問い合わせ先　役場税務課住民税係
　（ 内線  132　 担当  髙橋優芽）

身体障害者などに対し軽自動車税を減免します
　身体障害者・戦傷病者・知的障害者または精神障害者で、一定の条件に該当する人または障害者などと生計
を一にする人が所有する軽自動車などに対して、軽自動車税の減免申請を次のとおり受け付けます。詳細は税
務課窓口までお越しいただくか、電話で問い合わせください。申請のない場合は課税となります。

　総務省では、６月１日から 10
日までを「電波利用環境保護周
知啓発強化期間」としています。
　電波は暮らしの中で欠かせな
い大切なものです。電波のルー
ルはみんなで守りましょう。

■問い合わせ先
　不法無線局による混信・妨害

（☎ 03-6238-1939）
　テレビ・ラジオの受信障害

（☎ 03-6238-1945）
　地上デジタル放送の受信相談

（☎ 03-6238-1944）

STOP　THE　不正電波

　
「
県
民
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

案内
　

県
で
は
、
労
働
者
お
よ
び
使
用
者

か
ら
の
相
談
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

関
す
る
相
談
に
専
門
の
相
談
員
が
対

応
し
て
い
ま
す
。

【
労
働
に
関
す
る
相
談
】

■
相
談
日　

月
～
金
曜
日

※
祝
日
を
除
く

■
時
間　

９
時
～
17
時
15
分

■
内
容

　

労
働
条
件
や
解
雇
、
賃
金
不
払
い
、

労
働
保
険
な
ど
に
関
す
る
相
談

■
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

・
県
民
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
１
２
０
・
５
４
・
６
０
１
０
）

・
県
庁
労
働
政
策
課

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
３
４
０
）

町からのお知らせ
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平成 29年度中の住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況
　住民基本台帳法（以下「法」という）第 11 条の２第１項の規定による申出に係る閲覧の状況について、法第
11 条の２第 12 項の規定により、平成 29 年度中の閲覧状況を公表します。

■問い合わせ先　町民課　戸籍住民係　（内線  117	担当  角谷俊一・小林恵太）

申出機関などの
名称および代表者

利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

（株）インテージリサーチ
【委託元】NHK 放送文化研究所

「若者と現役世代の社会・生活意識
調査」にかかる対象者抽出のため

平成 29 年
9 月 28 日

大字原町、郷原、矢倉におけ
る 16 歳 以 上 59 歳 以 下 の 住
民より 30 名

（株）インテージリサーチ
【委託元】環境省地球環境局

「平成 30 年度家庭部門の CO2 排出
実態調査」実施に係る調査対象者

抽出のため

平成 29 年
10 月 26 日

大字箱島における 20 歳以上
89 歳以下の住民より 60 名

（株）ビデオリサーチ
【委託元】日本たばこ産業 ( 株 )

2018 年「全国たばこ喫煙者率調査」
の対象者抽出のため

平成 29 年
12 月 19 日

大字箱島における 20 歳以上
89 歳以下の住民より 20 名

( 株 )　高崎共同計算センター
【委託元】群馬県健康福祉部

「群馬県自殺対策に関する意識調
査」における標本抽出のため

平成 30 年
1 月 25 日

外国籍を含む町内在住の 20
歳以上の住民より 50 名

ス ポ ー ツ 結 果 敬称略　
◆第 12 回東吾妻町民剣道大会
■開催日　平成 30 年３月４日㈰
■会　場　原町小学校体育館
■結　果
【小学生低学年の部】

　準優勝…大槻　漸
【一般の部】

　準優勝…髙木　衛

◆第 22 回春季町民バスケット
　ボール大会
■開催日　平成 30 年３月 18 日㈰
■会　場　奥田社会体育館

■結果【成人・中学生の部】
男子：優　勝…チーム本部
　　　準優勝…チームPJB
　　　３　位…チームSAVAGE
女子：優　勝…吾妻クラブ
　　　準優勝…チームJK
　　　３　位…チーム上州クイーンズ

　　　　　　平成 29・30 年度入札結果　　（３月 30日 /4 月 24 日執行）
事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

（仮称）原町保育所新築工事　建築工事 原町 池原工業㈱ 333,000,000 円 教 育 課

（仮称）原町保育所新築工事　機械設備工事 原町 富沢設備㈱ 69,500,000 円 教 育 課

（仮称）原町保育所新築工事　電気設備工事 原町 角田電気工事㈱ 28,800,000 円 教 育 課

東吾妻町地籍調査事業　地籍測量 (C,E,F1,F2-1工程 ) 業務委託 岩下・須賀尾 東洋測量設計㈱吾妻支店 32,500,000 円 農 林 課

東吾妻町地籍調査事業　地籍測量 (F-2,G,H 工程 ) 業務委託 須賀尾 東洋測量設計㈱吾妻支店 1,350,000 円 農 林 課

東・太田・原町地区町道他　地域道路管理 東・太田・原町 塚田建設㈱ 5,450,000 円 建 設 課

岩島・坂上地区町道他　地域道路管理 岩島・坂上 池原工業㈱ 5,450,000 円 建 設 課

橋梁維持工事 町内 池原工業㈱ 5,450,000 円 建 設 課

国道 145 号電線共同溝事業に伴う上水道配水本管布設替工事 原町 宮﨑工務店㈱ 11,600,000 円 上下水道課

太田小学校　プールトイレ改修工事 植栗 塚田建設㈱ 3,100,000 円 教 育 課

あづま・おおたこども園空調設備設置工事実施設計業務 箱島・植栗 ㈱吾東設計 1,300,000 円 教 育 課

いわしま・さかうえこども園空調設備設置工事実施設計業務 岩下・本宿 ㈱高橋建築設計事務所 1,300,000 円 教 育 課

■問い合わせ先　各担当課まで
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みんなの広場～投稿コーナー～

■民生委員・児童委員（敬称略）
地区 氏名 電話番号 担当区域

東
地区

佐藤みよ子 大字五町田
橋爪　玲子 箱島１区
塩田千恵子 箱島２区
岡田かすみ 岡崎１区
髙橋　和子 岡崎２区
大塚くに子 大字新巻
佐藤　香澄 大字奥田

太田
地区

戸塚　君子 西組・上河原・田中
剣持　静子 松の木・山根
須田　育夫 原組・十二ケ原
金澤ふじ子 上南・上北・泉・中西
須田　節子 中東・北組・八幡・双葉
中澤美智子 大字小泉
佐藤　貞雄 大字泉沢

原町
地区

関口　千枝 上之町
唐澤　静江 下之町・南町
荻原　米子 紺屋町
大前　和義 新井・平沢
一場　孝行 上野・在上
水野　文廣 在下一部（大宮）
水出のぶ子 在下一部 ( 稲荷城 )・八幡原
武田ふみ江 須郷沢
山田　登政 上之宮・深沢
冨澤　正秀 内出
中澤さち江 田中・下郷
松井　定吉 大字金井

岩島
地区

菅谷　保彦 大字郷原
吉田　悦子 大字矢倉
中島　　隆 大村・机・姉山
山野　峯子 天神・漆貝戸
田中　敬一 松下・松中
雨宮　蘭子 松上・大平・中尾・高日向
石村ひで子 四戸・生原
小林　　潔 大竹・沢尻・万木沢
丸𣘺　芳晴 唐堀
小池　元夫 根古屋・細谷・大沢・上郷
小泉猪代治 兵庫・新井
春原　克江 田中・烏帽子・長藤

坂上
地区

小泉　正一 平大谷沢・稲田
蜂須賀佐和子 塩の平・下宿・上宿

　南　彰 手古丸・古賀良・上大戸・後所谷戸
小池芙佐江 田谷・堀井戸・貫井
小池　叔子 境野・分去・大谷・大沢
小室　　守 西榛名区
篠原美野里 宿・日向
橋爪　禮子 丑ケ渕・関谷・長寿園
上原　　健 須賀尾１・２・３区
湯本あや子 須賀尾４・５・６区
加部　　誠 岩鼻・宮谷戸・下中・猿谷戸・羽田
武藤　けさ 殿原・天神・松の木・上之沢・広石

主任
児童
委員

三枝　寿子 東・太田小学校区
角田　寿子 原町小学校区
田中　　智 岩島・坂上小学校区

５月 12 日は「民生委員・児童委員の日」です

主任児童委員は、子育てを社会全体で支
える「健やかに子どもを産み育てる環

境づくり」を進めるために、平成６年１月に
制度化されました。民生委員・児童委員と連
携しながら子育ての支援や児童健全育成活動
などに取り組んでいます。

　民生委員・児童委員には守秘義務があり、
相談内容や秘密がほかにもれることはありま
せん。安心してご相談ください。
※任期は 3 年 ( 平成 31 年 11 月 30 日まで )

■秘密は守られます■

■問い合わせ先　役場保健福祉課
　　　　　　　　（ 内線  121　 担当  加藤俊夫）

あなたのまちの
　民生委員・児童委員です

　地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、
専門機関へのつなぎ役です。

自らも地域住民の一員として、担当の区
域において高齢者や障がいのある方の

安否確認や見守り、子どもたちへの声かけな
どを行っています。相談内容に応じて必要な
支援が受けられるよう、地域の専門機関との
つなぎ役になります。
　高齢者世帯や寝たきり高齢者の実態調査
も、毎年 6 月 1 日を基準に行っています。私
たちの活動にご理解ご協力をお願いします。

■民生委員・児童委員は■

　子どもや子育てに関する支援を専門に担当
する民生委員・児童委員です。

■主任児童委員とは■
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平成 30 年度吾妻町村連携講座「ふるさと探訪」
　吾妻の各町村では、学習サービスの充実と生涯学習の支援を図るため、それぞれの町村を会場に ｢吾妻町村連
携講座｣ を開催します。多くの皆さまのご参加をお待ちしています。
■募集期間　平成 30 年 5 月 10 日㈭～ 23 日㈬
※期間内であっても定員に達した時点で締め切りとな
　ります。
■募集人数　25 名
※原則として、３回全ての講座を受講できる方を募集
　します。
※受講が決定した方には、後日通知します。
■申し込み方法
　町教育委員会に直接電話などでお申し込みください。

■その他
◎気象状況、会場の都合などにより、開催日や日程な
　どが変更となったり、講座が中止になる場合もあり
　ます。申し込みに際し、事前にご了承ください。
◎屋外での活動も予定されていますので、事故、ケガ
　などに十分ご注意ください。（保険加入については、
　参加者ご本人の責任において対応をお願いします。）
◎講座ごとに必要な費用を集金させていただきます。
■主催
嬬恋村教育委員会・高山村教育委員会・東吾妻町教育
委員会

■講座内容・日時
期日 会	場 講座内容

【第１回】平成 30 年 7月 12 日㈭ 《嬬恋村会場》 野地平、自然観察

【第２回】平成 30 年 10 月予定 《東吾妻町会場》 岩櫃城フォーラム

【第３回】平成 30 年 11 月 23 日㈮ 《高山村会場》 尻高人形見学

※本講座は「ぐんま県民カレッジ」　の単位認定講座になっています。
■申し込み・問い合わせ先　町教育委員会教育課 社会教育係　（☎ 59-3370 　 担当  茂木夕子）

平成 30 年度スポーツフェスティバル開催のご案内

■日時　平成 30 年 6 月 2 日㈯　8 時 30 分～ 15 時
■会場　東吾妻町スポーツ広場（雨天時：町民体育館）
■内容

《トラック種目エリア》
●マラソン（小学生高学年・一般・親子）【申込必要】
●リレー（小学生対抗・専門部対抗・スポ少対抗）【申込必要】
●遊技種目（あっち向いて転がしリレー）（幼児競争）
 　     （じゃんけん関所）（パン食い競争）

《健康・体力診断エリア》
●健康チェック
●体力測定

《スポーツ体験エリア》
●競技スポーツエリア 　（テニス・ソフトテニス
　 ・野球・ソフトボール・サッカー［バルーンサッカー］
　・ソフトバレー・グランドゴルフ・その他）
●軽スポーツ（ラダーゲッター・輪投げ・トランポリン）

《模擬店等ブースエリア》
●商工会による各種模擬店の出店
●婦人会によるなめこ汁提供
●フリーマーケットの出店
■参加資格　町内外問わず参加できます。
※中学生以下は保護者の同意が必要です。
■申し込み方法
　マラソンの参加・対抗リレーの参加・フリーマーケッ
トに出店を希望する方は所定申込用紙で教育委員会ま
たは、各公民館へ申し込みをお願いします。
　その他の種目は申し込みは不要なので自由にご参加
ください。多数のご参加をお待ちしています。
■申込期限　平成 30 年 5 月 25 日㈮
■問い合わせ先

　町スポーツフェスティバル実行委員会
　（教育委員会内 ☎ 59-3370）（ 担当  飯塚卓也・高橋雄大）

　東吾妻町スポーツフェスティバル実行委員会では平成 30 年度第 7 回スポーツフェスティバルを次のとおり開催します。
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３
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０
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９
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２
５
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!!

　

スポーツ振興くじ助成金を活用してテニスコートを整備しました。
　独立行政法人の日本スポーツ振興センターのスポーツ振興くじ（toto）を活用し、東総合運動場テニスコー
トを整備しました。ぜひご利用ください。
◆整備年度　平成 29 年度　◆整備費用　3,456 万円　（内、スポーツ振興くじ助成金 2,247 万 1,000 円）
◆東総合運動場テニスコートの概要

・所在地　東吾妻町大字新巻１９６１（東総合運動場内）
・規模　人工芝テニスコート３面
◆予約方法　東吾妻町教育委員会（社会体育係）に問い合わせ
◆使 用 料　ナイター不使用：無料（町外団体は１時間 500 円）
　　　　　　ナイター使用：１時間 400 円（町外団体は１時間 1,500 円）
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まちの人口
～平成 30 年４月１日現在～

	 ●男	 6,883 人

	 前月比	 （－ 45 人）

	 ●女	 7,199 人

	 前月比	 （－ 48 人）

	 ●人口	 14,082 人

	 前月比	 （－ 93 人）

	 ●世帯数	 5,652 世帯

	 前月比	 （－ 4 世帯）

５月分の納期限は５月 31 日です

この広報紙は再生紙を使用しています。

アジ………	400g（4 尾）

片 栗 粉 ……………	 少 々

油 ………… 	 適 量

大根（千切り用）…	50 ｇ

大根（おろし用）………

…………	100g

にんじん……………	40g

玉 ね ぎ ……………	60g

青じそ…………4g（4 枚）

しょうゆ………	大さじ２

酒………………	小さじ２

みりん…………	小さじ２

酢………………	小さじ２

砂糖……………	小さじ１

ごま油…………	小さじ１

こ し ょ う ………	 少 々

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ○ ○ ○ ○
固定資産税 ● ○ ○ ○
軽自動車税 ●
国保税 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
長寿 (後期高齢者 ) 医療保険料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 (簡易水道・下水道 ) ● ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○

－材料（４人分）－　

●作り方
①アジは三枚におろし、小骨を抜き取ります。

②大根・にんじん・青じそは千切りにします。

③大根おろしとカッコの調味料を混ぜ、千切りにした野菜

を加えて和えます。

④①のアジに片栗粉をまぶして余分な粉をはたき落としま

す。

⑤ 180℃の油で色よく揚げ、油をきって器に盛り付けます。

⑥	③を上からかけたら、完成です。

おすすめ健康料理レシピ○146
『アジの野菜ソース』 1 人分の栄養価

　エネルギー 295kcal　タンパク質 19.8g

　脂質 18.0 ｇ　食塩相当量 1.2g　カルシウム 88g

　i-pad を使用し、頭の元気度を簡単に測定できます。画面の光る順番を覚えるだけですので、操作も難し
くありません。毎月行われている健康相談日に併せて実施しますので、お気軽にご利用ください（要予約）。

■問い合わせ先　包括支援センター ( ☎ 68-0200　 担当   小池歩）

　「頭の元気度測定」してみませんか？

■日時　広報お知らせカレンダーに記載されている
　　　　健康相談日
■場所　保健センター・あづま農村環境改善センター

■その他
　測定を希望される方は健康相談日の 1 週間前まに
予約をお願いします。相談日以外の日を希望される
方は、要相談となりますので問い合わせ先までご連
絡ください。
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